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一般入試前期Ａ日程　２日目

生物

■出題のねらい
　体内環境に関する問題を幅広く出題しました。顕微鏡観察に関する実験手技，ヒトの
呼吸，血液，肝臓・腎臓・すい臓の機能，浸透圧調節，免疫，内分泌系など新課程の
「生物基礎」の範囲で，旧課程でも取り上げられている内容が中心です。実験手技に関
する問題は，ほぼ毎年出題されます。どの教科書にも「顕微鏡の扱い方」，「ミクロメー
ターの使い方」など実験機器の取り扱いに関する解説，実験の手順や注意点，得られる
データとその読み方などがあるはずです。細かいところにも目を配り，自分が実験して
いるつもりになり，勉強しましょう。

■採点講評
　正答率は約50％でした。（１）２）顕微鏡による血球観察の問題は，実際に行った経
験があれば難しくありません。正答率は約20％でした。顕微鏡観察は，生物実験で最も
基本的なものなので，学校で実験する機会があれば，正確に手順を覚えましょう。実験
する機会がない場合でも，教科書や参考書，インターネットなどに出ている情報を基に，
手順を正確に理解してください。７）塩類濃度調節に関する問題も低い正答率でした。
この問題は「淡水産であれは，周りは塩類が少ないから体から塩類が出やすいだろう」
といった推理をすることで，解きやすくなります。単に暗記するのではなく，文章など
与えられた情報を慎重に分析する習慣をつけましょう。８）ベイリスとスターリングの
セクレチンに関する実験は，「ホルモン」という概念が生まれるきっかけになった，歴
史上重要なものです。特に，「すい液分泌は神経に依存する」というそれまでの概念を
否定し，血液中の物質が分泌を促進するということを見出した点がポイントです。今回
は，教科書の記載内容をほぼそのまま出題しましたが，形を変えた出題にも対応できる
よう，教科書の文章の字面だけでなく，実験の意義や意図を考えながら勉強しましょう。

　生物の入試問題は教科書の内容を基本としており，教科書をしっかり勉強することが最
大の入試対策です。教科書の図版の内容や「探究」といった項目も出題の対象になります
ので，注意して勉強してください。
　A日程２日目では「体内環境」，「植物の配偶子形成」，「ヒトの配偶子形成」，「社会性昆
虫の血縁度」をテーマに出題しました。

Ⅰ

■出題のねらい
　（１）では，植物の受精のプロセスの中で複雑なメカニズムを示す重複受精について
出題しました。細胞数や細胞核数の変化を通じて理解度を確認しています。（２）では，
ヒトの生殖，特に配偶子形成について出題しました。この過程が遺伝的多様性を確保す
る一つの手段であることを問う内容になっています。（３）は，社会性昆虫の持つ特殊
な血縁度の関係についてです。計算を通じて理解を促す問題になっています。

■採点講評
　正答率は約60％でした。（１）植物の配偶子形成は複雑なプロセスであるため，注意
深く勉強する必要があります。今回の問題では 29 �，� 30 �の胚珠中の細胞数と細胞核
数の変化に関する問題の正答率が低かったです。この項目は，教科書の関連する図を注
意深く見ていないと正答できません。生物では，教科書の本文だけでなく，図を読み取
り，理解しておくことも必要となりますので，気をつけましょう。
　（２）は，ヒトの配偶子形成に関する問題です。前半の穴埋めの部分の正答率は高め
でした。ただ，極体と卵母細胞を混同した解答がいくつか見受けられました。この分野
は色々な用語が出てきて混乱しやすいところです。一つひとつ丁寧に勉強しましょう。
また，全体の流れを図に書けるようにし，知識を整理しておきましょう。２），３）減
数分裂に関する計算問題は，正答率が約20％でした。減数分裂では相同染色体が対合し
ますので，ｎ=46のヒトでは（女性であれば）23対しかできません。そこを見落とした
解答が多く見受けられました。また，３）では「常染色体」と限定しているので，22対
の相同染色体について乗り換えを考えることになります。そこを見落とした解答が多か
ったです。
　（３）は，血縁度に関する問題で，問題文中の説明を慎重に読み，それに従って計算
すれば解答が得られます。１）の正答率は高かったです。子に父と母と双方から遺伝子
が伝わっている場合の血縁度の計算では，父経由で遺伝子が伝わる確率と母経由で遺伝
子が伝わる確率を合計する必要があります。そこを見落としたと考えられる解答が多く
見受けられました。

９）は，血糖調節についてです。内容的には教科書レベルですが，問い方を教科書と変
えたせいか，正答率が低く，選択肢④を選んだ人が多かったです。教科書にもある通り，
糖尿病は血中のグルコース濃度が上がるのが病態の中心で，それが尿中の糖の増加を起
こします。もし，細尿管からの糖の排出が糖尿病を起こすなら，血中の糖濃度は減少す
るはずです。

Ⅱ

一般入試前期Ａ日程　２日目

英語

■出題のねらい
　お花見パーティの詳細を決める友人どうしの何気ない会話です。二人の会話から，実
施時期や実施時期変更の理由，用意するものなどの細かい取り決めの内容が理解できる
かがポイントとなります。まず二人がどのような関係なのかを判断し，去年のお花見パ
ーティと今年のパーティとの変更点，それぞれが何を用意することになったのか情報を
整理しながら読むと理解しやすいでしょう。

■採点講評
　空所�補充問題の １ �，� ２ �は共に正答率が低かったです。 １ �は文章半ばにありま
すが，その返答の“Great !”につながるものはどれか選択肢の中から最適なものを選び
ます。Toddがお花見に行くことにしたということが状況からわかるはずですので，そ
の後，待ち合わせ場所�を決めているという流れが把握できれば正答できるでしょう。�
� ２ �の関係詞を選ぶ問題ですが，ここは関係代名詞が入ります。先行詞“any�plastic�
sheets”が前にありますので�“that”が正答です。

■出題のねらい
　企業の採用担当者から，求人の応募者に対して出されたＥメールです。Ｅメールの書
かれた目的や，採用担当者からの提案，採用後はどのような勤務の仕方となるのかとい
ったような内容が，担当者と応募者の立場を理解しながら読めるかどうかが問われま
す。�単に英語の知識だけでなく，実社会における状況判断ができるかどうかも正答を
導くには必要です。

■採点講評
　企業の面接後の応募者への結果通知という皆さんにはあまり馴染みのない内容だった
こともあり，全体的に正答率が低かったです。手紙の用件は第一段落に書かれています
ので， ６ �の問題は第一段落から判断できます。結局他の人を採用することになった
けれど，企業側が別の職を応募者に提案しているということは流れからわかると思いま
す。 ８ �， 10 �の内容把握問題は，より注意深く本文を読んで解答する必要がありま
した。早合点せずにじっくり情報を読むように心掛けましょう。
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　（２）は，ヒトの配偶子形成に関する問題です。前半の穴埋めの部分の正答率は高め
でした。ただ，極体と卵母細胞を混同した解答がいくつか見受けられました。この分野
は色々な用語が出てきて混乱しやすいところです。一つひとつ丁寧に勉強しましょう。
また，全体の流れを図に書けるようにし，知識を整理しておきましょう。２），３）減
数分裂に関する計算問題は，正答率が約20％でした。減数分裂では相同染色体が対合し
ますので，ｎ=46のヒトでは（女性であれば）23対しかできません。そこを見落とした
解答が多く見受けられました。また，３）では「常染色体」と限定しているので，22対
の相同染色体について乗り換えを考えることになります。そこを見落とした解答が多か
ったです。
　（３）は，血縁度に関する問題で，問題文中の説明を慎重に読み，それに従って計算
すれば解答が得られます。１）の正答率は高かったです。子に父と母と双方から遺伝子
が伝わっている場合の血縁度の計算では，父経由で遺伝子が伝わる確率と母経由で遺伝
子が伝わる確率を合計する必要があります。そこを見落としたと考えられる解答が多く
見受けられました。

９）は，血糖調節についてです。内容的には教科書レベルですが，問い方を教科書と変
えたせいか，正答率が低く，選択肢④を選んだ人が多かったです。教科書にもある通り，
糖尿病は血中のグルコース濃度が上がるのが病態の中心で，それが尿中の糖の増加を起
こします。もし，細尿管からの糖の排出が糖尿病を起こすなら，血中の糖濃度は減少す
るはずです。

Ⅱ

一般入試前期Ａ日程　２日目

英語

■出題のねらい
　お花見パーティの詳細を決める友人どうしの何気ない会話です。二人の会話から，実
施時期や実施時期変更の理由，用意するものなどの細かい取り決めの内容が理解できる
かがポイントとなります。まず二人がどのような関係なのかを判断し，去年のお花見パ
ーティと今年のパーティとの変更点，それぞれが何を用意することになったのか情報を
整理しながら読むと理解しやすいでしょう。

■採点講評
　空所�補充問題の １ �，� ２ �は共に正答率が低かったです。 １ �は文章半ばにありま
すが，その返答の“Great !”につながるものはどれか選択肢の中から最適なものを選び
ます。Toddがお花見に行くことにしたということが状況からわかるはずですので，そ
の後，待ち合わせ場所�を決めているという流れが把握できれば正答できるでしょう。�
� ２ �の関係詞を選ぶ問題ですが，ここは関係代名詞が入ります。先行詞“any�plastic�
sheets”が前にありますので�“that”が正答です。

■出題のねらい
　企業の採用担当者から，求人の応募者に対して出されたＥメールです。Ｅメールの書
かれた目的や，採用担当者からの提案，採用後はどのような勤務の仕方となるのかとい
ったような内容が，担当者と応募者の立場を理解しながら読めるかどうかが問われま
す。�単に英語の知識だけでなく，実社会における状況判断ができるかどうかも正答を
導くには必要です。

■採点講評
　企業の面接後の応募者への結果通知という皆さんにはあまり馴染みのない内容だった
こともあり，全体的に正答率が低かったです。手紙の用件は第一段落に書かれています
ので， ６ �の問題は第一段落から判断できます。結局他の人を採用することになった
けれど，企業側が別の職を応募者に提案しているということは流れからわかると思いま
す。 ８ �， 10 �の内容把握問題は，より注意深く本文を読んで解答する必要がありま
した。早合点せずにじっくり情報を読むように心掛けましょう。
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